４　単元構想の具体

（1） 評価規準

	関心・意欲態度・規範意識
	思考・表現
	気付き

	・　めあてをもって，公共物，公共施設，店等そこで働く人々や利用する人に進んでかかわることができる。

・　進んで住みよい町にしようと自分でできることを考え，することができる。
	・　地域にある公共物，公共施設，店等の利用の仕方について考えたり，自分にできることを考えたりして，安全に気をつけて正しく利用することができる。
	・　地域にある公共施設，店等を利用し，
みんなの物であることや，それを支えている人々がいることに気付くことができる。


（2） 単元構成



　

第１次【活用】（３時間）











○　ワークブックを使って，見つけた物を仲間分けする。


○　みんなが利用する所を探検して，みんなが使う物の秘密を見つけようというめあてを持つ。











　町の特徴（お店・駅・学校・病院・昔からあるもの・町のやさしさ）等を調べる計画を立て，お店から調べる学習問題を作る。





問題


・町探検をして，すてきな町を見つけよう


　～お店のことから調べよう～





第２次【習得・基本教材】（１２時間）


学習指導例Ⅰ　３／１２時














○　メモの取り方等，見学の練習をする。





○　P.4を使って，見学の視点を明確にする。





※　店で見つけた「見学・観察」の視点を次にグループで調べる公共・福祉・昔からある施設に生かすようにする。「観点」は，働く人・使用する人・その場所やもののよさである。





○　お店探検に出かけ，見つけたものをワークブックの絵カードに記録する。








お店探検・町探検に出かけ，町の人々と話したり，公共施設・店等を見学したりして，これから調べる視点を整理する。





第３次【探究】（１３時間）

















○　見つけたすてきなもの（利用者や働く人）をワークブックの絵カードに記録する。





○　新聞作りの計画を立てる。





○　絵カードを分類し，新聞作りに役立てる。








　町探検（公共・福祉・昔からある施設等）に出かけ，町の人々と話したり見学・体験したりして，見つけたことを記録し，新聞等にまとめる。





　自分の表現物に，友だちとの交流で深まったみんなが使う物のひみつをつけ加えて，自分ができることを書く。





第４次【活用】（２時間）














○　友だちとの交流を通して気づいたみんなが使う物のひみつを，自分の表現物に付け加える。





○　気持ちよく利用できるように，自分にできることを考える。





○　探検活動でお世話になった人に，自分が気付いたこと・よさ等をお礼の手紙として書く。











